
こんにちは！白木です。 

いつもありがとうございます！ 

 

早いもので、今年も１２月。 

１年はあっという間ですね… 

 

皆さんにとって、今年はどんな１年でしたか？ 

 

しらき歯科クリニックでは、今年は昨年より１歩

でも成長することができるようにという考えで、

診療に取り組んでまいりました。 

 

そして、来年は今年と比べてもう１歩成長するこ

とができるように、今から準備を始めていきたい

と考えているところです。 

 

当院はまだまだ完璧な歯科医院ではありません

し、私自身にもたくさんの課題があることを感じ

ております。 

 

 

 

 

 

だ液は口の中でもパワフルな働きをしています

が、身体の中でも力を発揮しています。今回も「だ

液の身体の中での働き」についてお話しましょう。 

 

◆ むし歯になりにくくする 

 

口の中が酸性に傾くと、エナメル質の表面からミ

ネラル分が溶け出し、むし歯になります。 

 

だ液の「緩衝機能」が口の中を中和して、むし歯

を防ぐ働きをします。 

 

◆ 美味しいと感じるために 

 

食べ物がだ液と混ざらないと、味を感じることが

できません。私たちの味覚は、舌がだ液に溶け込

んだ食べ物の味成分を知覚しているのです。 

 

ご来院いただく患者さんが、少しでも満足してい

ただけるように、もっともっと考えながら、診療

に取り組んでいきたいと思っています。 

 

より良い歯科医院づくりにおいて、最大のヒント

となるのは「ご来院いただく患者さんの声」です。 

 

お気づきの点など、気軽にお声がけください。 

 

来年もよろしくお願い致します！ 

 

しらき歯科クリニックのＬＩＮＥ＠ 

お友だち募集中です♪ 

 

ＬＩＮＥを起動して、メニューの「友だち追加」

で「ＩＤ検索」を選択⇒「@shiraki-dent」と

入力して検索すると、友だち追加できます。 

 

お友だち登録をお待ちしています♪ 

 

 

 

 

 

◆ がんの原因となる活性酸素を抑制 

 

だ液の抗生物質のひとつであるベルオキシター

ゼは、食物内の発がん性物質がつくりだす活性酸

素を酵素反応で分解します。 

 

◆ アンチエイジング作用 

 

アンチエイジングで注目されているパロチンに

は、筋肉や骨の発達を促進する作用があります。 

 

このパロチン、だ液を分泌するだ液腺のひとつで

ある耳下腺から分泌されます。 

 

だ液のさまざまな働きに驚きですね！ 

次回は食べる時にだ液がどのような働きをして

いるのか、詳しくお話します。 

知っておきたい歯とお口の基礎知識 Ｖｏｌ．７３ 

だ液のお話（３） 

しらき歯科クリニック 
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